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【公開番号】特開2014-111494(P2014-111494A)
【公開日】平成26年6月19日(2014.6.19)
【年通号数】公開・登録公報2014-032
【出願番号】特願2012-266484(P2012-266484)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ   1/26     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ    1/26     ３１２Ｃ
   Ｂ６５Ｈ    1/26     ３１２Ｅ
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ５５０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月5日(2015.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　ここで、図２に示すように、引き出しレール６９の引き出し方向と直交する幅方向の両
側面の引き出し方向上流側、すなわち引き出しレール６９の後端部には第１位置決めピン
７０が設けられている。また、引き出しレール６９の幅方向の両側面の引き出し方向下流
側、すなわち引き出しレール６９の先端部には第２位置決めピン７１が設けられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　第１案内面２５４には、第１位置決めピン７０と係合して給紙カセット６１の上方への
移動を規制する突出部２５６が引き出し方向下流側に突設されている。そして、第１案内
面２５４は突出部２５６の頂点に向かって緩やかに連続する稜線を有している。言い換え
れば、突出部２５６の第１位置決めピン７０と接する面は、なだらかな低摩擦面で形成さ
れている。なお、図５において、αは、突出部２５６の、嵌合部２５２と嵌合した状態の
第１位置決めピン７０と上下方向で重なる突出量であるかかり量である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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